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⑥ 市民憲章
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史に'3

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田圃教育文化都市をめざす市民としての話
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章をさだめます
水と緑と±のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

は
誇
或
す
ず

旬
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４
月
か
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
子
育
て
の
援
助

を
受
け
た
い
方
と
援
助
し
た
い
方

が
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
「
利
用
会
員
」

「
提
供
会
員
」
と
し
て
登
録
し
、

子
育
て
の
援
助
活
動
を
行
う
も
の

で
す
。
会
員
相
互
の
紹
介
や
調
整

は
、
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
各
地
区
で
説
明
会
を

開
き
、
利
用
会
員
”
人
、
提
供
会

員
師
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ボ
セ
ン
会
貝
募
集

ア
言
リ
ー
１
卜
－

フ
一
夕
一

１
１

子
育
て
の
援
助
が
必
要
な
方
。
手
助
け
で
き
る
方

｣

事
業
の
運
営
に
は
、
多
く
の
会

員
が
必
要
で
す
。

説
明
会
に
参
加
い
た
だ
恥
た
上

で
の
入
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
説
明
会
に
お
出
か
け
く
だ
き
い
。

多
く
の
皆
き
ん
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
会
員
原
則
的
に
は
就
労

し
て
い
る
方
、
求
峨
中
の
方
で
す

が
、
そ
れ
以
外
の
方
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
ご
連
緒
く
だ
き
い

▽
提
供
会
員
市
内
在
住
で
子
育

て
に
熱
意
の
あ
る
健
康
な
方
（
特

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
笑
顔
が
子
ど
も
を
育
て
る

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
「
働
く
皆
さ
ん
の
子
育
て
支
援
」
を

主
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
「
在
宅
の
皆
さ
ん
の

子
育
て
支
援
」
に
も
力
を
入
れ
、
子
育
て
家
庭
が
生
き
生
き

と
暮
ら
し
、
地
域
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
〃
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
我
孫
子
“
を
め
ざ
し
ま
す
。

に
査
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

※
提
供
会
員
に
な
る
に
は
、
基
礎

研
修
会
へ
の
参
加
も
必
要
で
す

▼今後の入会説明会｡基礎研修会日程

4
L

子育て支援センターは在宅で子育てする方に開かれた場《入舗棚会に出勝る方は軸にご選;<ださい

こ
う
し
た
子
育
て
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
「
保

育
の
基
本
的
方
針
」
を
定
め
、
皿

厄
年
度
を
中
心
に
、
次
の
３
つ
の

テ
ー
マ
を
設
け
て
子
育
て
支
援
策

の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

少
子
化
、
子
育
て
家
庭
の
減
少

に
よ
り
、
子
ど
も
同
士
が
遊
び
・

触
れ
合
い
を
と
お
し
て
成
長
す
る

機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
核
家
族
化
に
よ
り
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

の
世
代
間
の
つ
な
が
り
や
、
隣
り

近
所
と
の
子
育
て
の
連
携
が
、
以

前
ほ
ど
無
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
親
子
が
、
身
近
な

場
所
で
気
軽
に
触
れ
合
う
機
会
、

出
会
い
の
場
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
子
育
て
は
、
昔
に
は
な

か
っ
た
よ
う
な
難
し
さ
が
あ
る
よ

う
で
す
。

◎
入
会
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た

会
員
交
流
会
を
開
催

会
員
に
ど
ん
な
方
が
い
る
の
か

近
く
に
会
員
が
い
る
の
か
な
ど
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
発

足
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所
３
月
喝
日
（
土
）

午
前
、
時
か
ら
正
午
、
市
民
会
館

▼
問
い
合
わ
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
念
（
郡
）
４
１
６
１

ラ
ァ
ク
ス
兼
用
・
平
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
、
子
育

て
支
援
課
宮
芭
１
１
１
１

最
近
の
子
育
て
事
情

子
青
て
の
さ
ま
ざ
ま
な

二
Ｉ
ズ
に
対
応

》

▼恵愛保育園・柏鳳保育園案内図
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
在

宅
で
子
育
て
中
の
方
、
特
に
、
相

談
で
き
る
人
が
身
近
に
い
な
い
方

が
、
気
兼
ね
な
く
相
談
で
き
る
場

遊
び
に
行
け
る
場
で
す
。

指
導
員
を
中
心
と
し
た
「
親
子

参
加
に
よ
る
交
流
」
で
は
、
毎
月

定
期
的
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
親

子
で
一
緒
に
で
き
る
遊
び
を
体
験

し
ま
す
。

育
児
の
相
談
に
は
、
電
話
で
も

お
こ
た
え
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応

じ
て
他
機
関
と
連
携
し
て
相
談
や

指
導
も
行
い
ま
す
。

け
い
あ
い

恵
愛
保
育
園
内
〈
左
図
参
照
）

◎
相
談
、
支
援
体
制
の
充
実

在
宅
で
の
子
育
て
を
支
援
す
る

た
め
、
保
育
園
の
機
能
を
拡
大
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
世
、

一
時
保
育
の
拡
充
、
圃
庭
開
放
を

行
い
ま
す
。

◎
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
事
業
の

多
様
化
を
進
め
ま
す
。

◎
魅
力
あ
る
保
育
の
実
施

在
宅
で
子
育
て
し
て
い
る
方
の
た
め
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
恵
愛
保
育
園
内
に
開
設

’ 子

一
時
保
育
は
、
子
育
て
中
の
方

が
、
急
な
病
気
な
ど
の
緊
急
時
や

就
労
日
数
が
保
育
園
の
入
園
基
準

に
達
し
な
い
週
３
日
以
内
の
場
合

に
、
必
要
な
日
数
、
お
子
ざ
ん
を

保
育
園
で
お
預
か
り
す
る
制
度
で

す
。 に

設
置
し
、
４
月
１
日
（
土
）
か
ら
業

務
を
開
始
し
ま
す
。

▼
主
な
活
動

◎
親
子
参
加
に
よ
る
交
流
リ
ズ

市
で
は
今
後
も
、
子
育
て
を
通

じ
て
子
ど
も
同
士
、
親
同
士
が
交

流
し
、
学
び
、
楽
し
み
な
が
ら
、

子
育
て
が
生
涯
の
思
い
出
に
で
き

る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
士
の
人
材
確
保
と
研
修
の

充
実
、
施
設
・
環
境
の
改
善
を
図

り
ま
す
。

子
育
て
を
よ
い
思
い
出
に

で
き
る
よ
う
に

一
時
保
育
が
利

つ
く
し
野
保
育
園
に
加
え
柏
鳳
保
育
園
で
も
実
施

’
’

l’

|ー

保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
に
、
市
立
保
育

園
７
園
の
園
庭
を
週
１
回
開
放
し

親
子
遊
び
や
園
児
と
の
交
流
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
士
が
子
育
て
の
悩

み
や
相
談
に
も
お
こ
た
え
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
き
い
◎

こ
れ
ま
で
、
つ
く
し
野
保
育
園

で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
月

は
く
ほ
う

か
ら
は
柏
鳳
保
育
園
工
図
参
照
）

ム
遊
び
、
う
た
、
手
遊
び
、
ご
っ

こ
遊
び
、
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
（
会

員
登
録
制
・
参
加
無
料
）

◎
育
児
相
談
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時

▽
会
員
登
録
．
問
い
合
わ
せ
今

日
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
壷
（
蔀
）
５
５
７
１
へ

’
、

お
近
く
の
保
育
園
で
交
流
と
相
談
を

用市
立
保
育
園
の
園
庭
を
週
１
回
開
放

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
も
薄
れ
る
中
、
子

育
て
に
対
す
る
親
の
不
安
や
負

担
感
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
対
す
る
「
虐
待
」
も

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
支
援
と
と
も
に
、

家
庭
に
い
て
子
育
て
を
行
っ
て

い
る
方
へ
の
支
援
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。
保
育
園
を
地

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

崎
捲
笹
彩

診

市
長
〉
卯

し

や

す
＜

▼
実
施
保
育
園
根
戸
、
つ
く
し

野
、
並
木
、
寿
、
緑
、
東
あ
び
こ
、

湖
北
台
の
各
市
立
保
育
園

▼
日
時
毎
週
水
暇
日
午
前
９
時

釦
分
か
ら
皿
時
（
た
だ
し
、
緑
保

育
園
は
毎
週
火
曜
日
に
実
施
）

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
通

話
で
各
保
育
園
へ
〈
予
約
制
）

で
も
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
や
緊

急
時
に
加
え
て
、
新
た
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
の
た
め
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
対
象
児
童
市
内
に
在
住
し
て

い
る
生
後
６
カ
月
か
ら
就
学
前
ま

で
の
健
康
な
児
迩

▼
保
育
料
◎
１
日
利
用
（
午
前

８
時
如
分
か
ら
午
後
５
瞳

＊
３
歳
未
満
…
２
２
０
０
円

＊
３
歳
以
上
…
１
０
０
０
円

※
半
日
利
用
は
半
額
と
な
り
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
事

前
に
砿
話
で
各
園
へ
＊
つ
く
し

野
保
育
園
貧
型
８
８
２
２

＊
柏
鳳
保
育
園
實
詔
）
３
３
３
８

域
の
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
、

機
能
を
拡
大
強
化
し
ま
す
。
産

後
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
避
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
鋤
く
方
へ
の
支
援

も
ざ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
考

え
で
、
要
望
の
強
か
っ
た
病
児

保
育
は
今
年
中
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。

子
育
て
に
夢
の
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

、
ノ

成 田線 み ん な の 力 で 複 線 化

月一日 場所 時間

入会

説明会

△
云

礎
修

基
研

3月7日快） 市民プﾗｻ゙

4月22日(土）

5月2旧(日）

6月17日(土）

3月14日(災）

30日(災）

市民会館

市民会館
9:30-
17:00

14:00
＄

16:00
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日
時
３
月
把
旦
主
午
後
１
時
即
分
～

場
所
市
民
会
館
第
２
．
３
会
議
室

市
で
は
昨
年
３
月
、
男
女
共
同
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
左

参
画
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

に
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
こ
の
機
会
に
基
本
法
を
学

策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
共
に
男
女
共
同
参
画
社
会
券

基
づ
き
、
審
議
会
等
委
員
へ
の
女
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
市
民
の

性
の
職
種
的
な
登
用
、
セ
ク
シ
ャ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
要
綱
の
▼
内
容
①
講
演
「
男
女
共

制
定
、
男
女
平
等
意
識
に
関
す
る
画
社
会
基
本
法
が
め
ざ
す
Ｊ

職
員
研
修
の
実
施
な
ど
、
全
庁
的
講
師
…
山
口
み
つ
子
さ
ん
〈

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
府
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委

ま
た
、
国
も
昨
年
６
月
「
男
女
（
財
）
市
川
房
枝
記
念
会
常
務

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
を
制
定
②
み
ん
な
で
卜
Ｉ
ク
＆
ト
ー

し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
テ
ー
マ
：
「
女
の
自
立
、
鯛

い
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
立
を
は
ば
む
も
の
は
何
！
」

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

年度市民文化講座 受講生募集平成1室

，講座期間4月から平成13年3月まで着）までに〒270-ll66我孫子1684教育委

し内 容 下 表 参照貝会社会教育課文化係へ

り対象市内在住で継続して受講でき，問い合わせ各諦師へ

る18歳以上の方(お子さま連れはご遠慮※応募者多数の場合は､抽選で受講者を決
ください）定します。（結果は3月下旬に通知）

ふりがな

〃申し込み往復ハガキに住所､氏名、年※応募者が定員の4割に満たない場合は、

齢、電話番号、講座名、受講場所、受講開講できないことがあります。あらかじ

日、講師名を明記し、3月16日（木・必めど了承ください。

▼市民文化講座一覧（午前の部:午前10時から正午､午後の部:午後1時から3時）

中

W

－
２
．
３
会
議
室

成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責

務
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
基
本
法
を
学
び
、

共
に
男
女
共
同
参
画
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
せ
ん
か
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容
①
講
演
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
が
め
ざ
す
も
の
」

講
師
…
山
口
み
つ
子
さ
ん
〈
総
理

府
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
、

（
財
）
市
川
房
枝
記
念
会
常
務
理
事
〉

②
み
ん
な
で
卜
Ｉ
ク
＆
ト
ー
ク

テ
ー
マ
：
「
女
の
自
立
、
男
の
自

立
を
は
ば
む
も
の
は
何
！
」

▼
参
加
費
無
料
（
直
接
会
場
へ
）

※
一
時
保
育
（
無
料
）
を
行
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
通
話
で
、

３
月
６
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
賞
露
）
１
１
１
１－~司

’ ’ 内容’
受講料
（月額）

受講日主催団体 場所講座 名 講師名定員

’’
し、･つ二

足立鋒子
公(84)9638

第1･第3

水曜日の午前

漢字、仮名の初
歩から 慨:，

加
人

書道
(A) 中央

公民館 国
民
健
康
保
険
は
、
け
が
や
病

気
に
備
え
て
、
加
入
者
で
あ
る
皆

ざ
ん
全
員
が
保
険
税
を
納
め
、
い

ざ
と
い
う
と
き
、
安
心
し
て
必
要

な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
「
助
け
合

い
」
の
制
度
で
す
。
（
下
図
参
照
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
医
療
機
関

に
支
払
わ
れ
る
医
療
饗
は
、
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
我
孫
子
市
で

は
、
１
人
あ
た
り
の
保
険
税
収
納

額
７
万
４
２
３
８
円
に
対
し
、
医

|謙日潟
漢字､仮名の初
歩から

山田清一
a(82)"05

2,500円
|ﾃｷｽﾄ剛）

加
人

鮎率

退書

q国民健康裸|険(B)

第1・第3
土曜日の午前

’ ’
漢字､仮名の初
歩から

2,500円

(ﾃｷｽﾄ剛）

加
人

佐藤輝夫
公(88)8604

湖北書道
(A) 湖北地区

公民館 保険税は

期限内納付を

かずえ

高野一絵
a(89)0246

第2・第4
-t曜日の午前

漢字､仮名の初

歩から
2,500円
(ﾃｷｽﾄ{剛）

加
人

湖北書道
(B)

’
’

かずこ

滝日一子
S(85)1411

茶道の初歩から
(表千家）

第1･第3

火曜日の午前

3,000円

(水屋料含む）
茶道

（表）
喧
人

’
’
1中 央

公民館１
１

第2・第4

火曜日の午前

療
愛
は
砕
万
６
３
０
０
円
と
、
那

業
運
営
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

り
ま
す
。
（
平
成
、
年
度
決
算
）

保
険
税
は
、
毎
年
加
入
者
が
必

要
と
す
る
医
療
饗
を
見
込
ん
で
算

出
し
て
い
ま
す
。
税
収
が
不
足
す

る
と
国
民
健
康
保
険
の
運
営
が
苦

し
く
な
り
、
税
率
な
ど
の
引
き
上

げ
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〃
皆
ざ
ん
の
保
険
税
が
国
民
健

康
保
険
を
支
え
て
い
る
〃
こ
と
を

忘
れ
ず
、
保
険
税
は
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

保
険
税
の
納
付
は
、
金
融
機
関

等
か
ら
の
口
座
振
替
を
利
用
す
る

’
茶道の初歩から

(裏千家）
3,000円
(水屋料含も）

道 村上信子
公(82)6037

茶

（裏）

崎
人 圃罠健窟保険のしくみ

我孫子市

茶道連盟

’
1

1

露
国保加入

恭道の初歩から
（表千家）

医療費第1第3

木曜日の午前

中村規子
冠(89)3503

湖北茶道
（表）

3,000円
(ﾎ屋料含も1

圃
人

１
１

１
１

担金)の

鶴
湖北地区

公民館

’

1

|菟詮潟
｜

’
湖北茶道

（裏）

山本綾子
冠(88)1763

3,000円
(ﾎ屋料含む1 ｜

’’’

’
１
１

お善かく

越阪部洋一
公(82)8525

｜
保
険
証
の
交

｜：
付

羅霊
農

（保険害

纂壽喜～医療費の審

国保連合会

第1･第3

水曜日の午前
鉛筆デッサン、
illl絵の初歩から

絵油 犯
人

2.500円
(A)

1．えみつ

田崎未満
冠(82)0826

第2・第4

水曜日の午後

楽しい水彩と、

M1絵の初歩から

絵油 加
人

１
１

2.500円 ▽
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
保
竺
昨
年
と
比
較
し
て
、
件
数
で
の
前
夜
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

険
税
係
冥
芭
１
１
１
１
内
線
３
５
ｍ
件
増
加
し
ま
し
た
が
、
損
害
額
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
、
Ｚ

「
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
」
を
募
集

３
．
３
５
４

は
約
８
３
１
３
万
円
減
少
し
て
い
③
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転

会
ま
す
。
車
の
ボ
ー
ナ
ィ
カ
バ
ー
は
防
炎
品
に
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
て
く
だ
さ
る
「
明
る
い
選
挙
推

畠
職
〆
雛
溌
蕊
謹
繧
箪
言
三
篝
蕊
蕊
鑿
董
☆

医
療
費
の
請
求

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｖ
，

い

を
払

副
火
意
識
を
満
め
る
と
と
も
に
、
建
溜
ま
っ
た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
さ
ん
の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
、
▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

鐺
灘
倣
蕊
蕊
鐙
鮮
雲
塞
》
簑
雲
雲
溌
蕊
篭

保
会
支

国
合
て
の

篭
騨
’
’零

》
穏
灘
灘
蟻
灘
鮮
蕊
域
懇
露
壗
菫
巽

納
付

Ｉ
ｌ
ｖ
，

交
付

ひ
ぎ
ん

を
失
う
悲
惨
な
火
災
を
出
ざ
な
い
課
冥
邑
７
７
０
２

の
残
高
が
十
分
か
を
、
ご
確
認
く
た
火
災
は
釦
件
、
損
害
額
は
約
１
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

だ
き
い
。
６
５
０
万
円
で
し
た
。
こ
の
数
値
②
家
庭
ゴ
ミ
や
資
源
は
、
回
収
日

と
、
自
動
的
に
納
期
ご
と
に
引
き

春
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施

落
と
ぎ
れ
、
手
間
が
省
け
る
ば
か

り
か
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
は
一
度
手
続
き
す
れ
ば
、

Ⅱ
あ
ぶ
な
い
よ
ひ
と
り
ぽ
っ
ち
に
し
た
そ
の
火
Ⅱ

翌
年
度
か
ら
の
保
険
税
も
自
動
的

に
手
続
き
き
れ
、
大
変
便
利
で
す
。
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
火
の
用
消
防
団
に
よ
る
放
水
訓
練

手
続
き
に
は
、
口
座
振
替
依
頼
日
間
、
〃
あ
ぶ
な
い
よ
ひ
と
り
心
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

番
（
市
内
金
融
機
関
に
用
意
）
、
ぽ
っ
ち
に
し
た
そ
の
火
〃
を
統
放
火
に
よ
る
火
災
か
ら
身
を
守
春
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

預
貯
金
通
帳
、
届
出
印
が
必
要
で
一
標
語
に
、
「
春
季
火
災
予
防
運
る
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
に
気
を
し
て
、
消
防
団
員
に
よ
る
ポ
ン
プ

す
。
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
つ
け
ま
し
ょ
う
。
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
。

※
口
座
振
替
利
用
の
方
は
、
口
座
昨
年
１
年
間
、
市
内
で
発
生
し
①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
当
日
は
市
内
幻
の
分
団
が
一
同

の
残
高
が
十
分
か
を
、
ご
確
認
く
た
火
災
は
釦
件
、
損
害
額
は
約
１
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
に
集
ま
り
、
手
賀
沼
か
ら
取
水
し

(B) 中 央

公民館水墨、の初歩
(花鳥）からu」

水まで

主ぎしろう

小泉雅司郎
公(84)9983

第1第3

木I曜日の午前

加
人

2,500円
Iﾃｷｽﾄ|剛）

水墨画

我孫子市

美術家協会

第2・第4

金曜日の午前
日本画の初歩か
ら

近薩恵美
S(82)1778

旧
人

日本画 2.500円

’
’

第1･第3

火I曜日の午前

|固性を尊重する

中年からの汕継
毛利弘子
B(88)0548

湖北油絵
(A)

加
人

2.500円

|率･’”’
湖北地区

公民館

第2第4

火曜|］の午前

鉛筆デッサン、
油絵の初歩から

湖北油絵

(B)
大塚敏雄
a(88)2400

加
人’

繍僻|院
’
2,500円’

第1･第3'
火曜日の午後 |:驫繍湖北日本、

岩井謙
公(88)2053

１
１
第1 第 3

水曜日の午後

華道の初歩から
（草月流）

2,000円
(花代別）

中 央
公民館

巧
人

我孫子生花１
１

’ ’

’
きね二

花形甲子子
冠(86)2563

布佐ステ
ーション

ホール

我孫子

華道連盟

華道の初歩から
勵使河原和風会）

第1･第3

金曜日の午前
2,000円

(花代別）

唱
人

布佐生花

第1･第3

木曜日の午後

華道の初歩から

(草月流）
１
１

2,000円

(花代別）

島田美幸
窓(88)0648

湖北地区

公民館

15

人
湖北生花

’
現代短歌制作の
初歩から自立ま
で

としこ

榊原敦子
公(84)9435

第1・第3
金曜日の午後

犯
人

2,000円
中央

公民館
謡

！我孫子市

謡曲連合会

第2・第4

日|曜日の午前
謡の初歩から
（宝生流）

小林武雄
a(85)2230

崎
人

(宝） 2.500円

’
あさ伊

市川暉
容(82)4336

第2・第4
日曜日の午前 譜辮ら’

旧
人

謡（観） 2.500円

’第1･第3

金曜日の午前
一般染色の初歩
から

樋口治子
a(84)1726

2,000円

(材料代別）

喧
人

染色

|鮒,’
8‘ケレら

宮崎鮭子
|冠(84)5446

湖北地区

公民館

フランス刺しゅ

うの初歩から

湖北フラン

ス刺しゅう

第2・第4

木曜日の午後
喧
人

パンフラワー制
作、油彩、アレ
ンジまで

第1･第3

水曜日の午前

2,000円

(材瀧樅別）

喝
人

阿部乃里子
遍(82)8556

2,000円
(材料代別）

緑lll和子
n(84)8011

第2・第4

水曜日の午前
和紙人形の初歩
から

喧
人我孫子市

手工芸連盟
■
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
ｌ
■
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
６
９
０
０
８
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
０
Ｉ
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
Ⅱ
Ⅱ
０
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

みちこ

荻野紀子
a(88)0968

2,000円
(材料代別）

七宝焼と銀粘ゴ
の初歩から

旧
人

て
の
消
防
ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
や

ホ
ー
ス
の
延
長
訓
練
等
の
ほ
か
、

消
防
機
械
器
具
点
検
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
防
火
・
防
災
の
担
い
手

と
し
て
活
蹄
す
る
消
防
団
員
の
真

剣
な
訓
練
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
３
月
５
日
（
日
）
午
前
９

時
加
分
か
ら
ｎ
時
和
分

▼
場
所
手
賀
沼
公
園
多
目
的
広

場
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

マ
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
総
務

課
冥
副
）
７
７
０
０

』

’
朧とつるの初歩
から

2,000円

(材料代別）

椎名洋子
a(88)1565

15

人
篠工芸

’
むつ二

lll派睦子
a(88)9391

中央

公 民 館

2,000円
(材料代別）

七宝焼の初歩か
ら

旧
人

七宝焼

’ 鈴木漉
冠(82)7669

"1･第3

火雁日の午前

2,000円
(材料代別）

手編みの初歩か
ら

噛
人

編物

■
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浅
間
前
新
田
市
民
農
園
の

利
用
者
を
再
募
集
し
ま
す

浅
間
前
新
田
市
民
腱
園
の
利
用
５
ｍ
×
横
６
巴

者
を
再
募
集
し
ま
す
。
▽
使
用
料
年
額
９
０
０
０
円

ご
家
族
で
野
菜
や
草
花
づ
く
り
▽
利
用
で
き
る
方
市
内
在
住
華

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
住
民
登
録
き
れ
て
い
る
方
）

▽
利
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
平
▼
注
意
事
項

成
哩
年
３
月
訓
日
（
２
年
間
）
①
現
在
、
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
里

▼
募
集
区
画
粟
区
画
（
応
募
者
農
園
を
利
用
し
て
い
る
方
は
応
蔬

多
数
の
場
合
は
抽
運
で
き
ま
せ
ん

▼
利
用
面
積
１
区
画
犯
㎡
燕
②
応
募
ハ
ガ
キ
は
１
世
帯
１
枚
脹

▼浅間前新田市民農園案内図

S月のふれあい工房’
､気噌＃'赫鋳、〔象魁朏所j

● 布佐一興孫I

◎リサイクル教室

教室名

霞
参加費

一
開催日時

■

木工
（マガジンラック）

10日(金)･25日(土）
9:30～12:00

カンナ（あれば）
国一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

絵筆(平筆と丸筆)、

300円

哩陸型.
洩閥胸
多目的

糸のことトールペイン
ティング
（カーテンタッセル）

①11日(土)･12日（日）
②21日(災)･24日(金）

9:30～12:00

R

新聞紙
※両日参加できる方

各7人 500円

５
ｍ
×
横
６
里

▽
使
用
料
年
額
９
０
０
０
円

▽
利
用
で
き
る
方
市
内
在
住
者

（
住
民
登
録
き
れ
て
い
る
方
）

▼
注
意
事
項

①
現
在
、
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民

農
園
を
利
用
し
て
い
る
方
は
応
募

で
き
ま
せ
ん

②
応
募
ハ
ガ
キ
は
１
世
帯
１
枚
に

限
り
ま
す

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
に
市
民
艇
園
利
用
希
望

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
現
在
浅
間
前
新
田
市
民

腿
園
を
利
用
し
て
い
る
方
は
そ
の

区
画
番
号
、
返
信
面
に
申
込
者
の

住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
３
月
６

日
（
月
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
我

孫
子
１
８
５
８
市
役
所
農
政
課
壷

（
露
）
１
１
１
１
内
線
５
１
１
へ

家具のリフォーム
（イスの張り替え）

※デモンストレーション26B(B)13;00-15:00

29日（水）
①9:30～11
②13:00～15

裂き織り体験 木綿の布(あれば）30

00
各4人 300円

7人'200円|やわらかい布(あれば）小袋作り 23日(木)10:00-15:00

8日(水)・15日（水）
①9:30～11:30
②13:00～15:00

裁縫道具、端布、残り
布など

入園・入学用袋物作り
相談

各7人 200円

サークル生募集〆
布わらじ作り 22日(水)13:00-15:00110人’200円|はさみ､綿の布､シーツ

〆 し申し込み…電話で月曜日を除く毎日午前9時から午後5時までに､ふれあい工房運営協議会
冠(86)5500へ(いずれも定員になり次第､締め切り）

◎木工リサイクルアドバイザー毎日午前10時から午後5時(毎週月曜日の休館日を除く）
◎おもちゃの病院毎週日曜日午後1時から午後5時
◎おしゃれリフォームアドバイザー毎週水・木曜日午前10時から午後3時

一〆※駐車スペースが少ないため、車での来場はご遠慮ください。

平成12年度

生涯学習に向けて、皆さんの応募をお待ちしています。
，申し込み。問い合わせ各申し込み先へ
※各サークルとも4月から13年3月まで、実施回数・場所は変更する場合
があります。

グー講座生を募集
,新しい趣沫に挑戦しませんか
所、氏名、年齢、電話番号、講座名（学習
教室参加希望者は児童名、保護者名、学校
名）を明記し、〒270-1121中峠2607(社)我
孫子市シルバー人材センター事務局B(88）
2200へ

瀞需一人材セン
月額参加費

定員 諺潮申し込み。問い合わせ開催日 内容 場所サークル名

くる講座を開催します。楽r〈学往復ハガキに住所、氏名、電2,000円
ﾃｷｽﾄK;リ
20人

英会話のため

の基礎英語
金蝿日

午後1時～3時 蕊鑿臓賦峠30蝿箪
基礎英語

,期間4月から平成13年3月
（8月は休講）

卜対象市内在住の方ならどなたで
し定員各講座とも先着20人

まで

往復ハガキに住所、氏名、電

話番号を明記し、栄9の21須

礁順子壷(84)6204へ

らどなたでも
女性の健康美

容体操

1,500円

40人

木曜日
午前l0時~正午

婦人体操

中央
公民館

卜申し込み・問い合わせ往復ハガキに住
句

木曜日
午後1時30分－
3時 蕊縦上|W

往復ハガキに住所、氏名、電

話番号鯉記し､我孫子新田
8の9保科芳子窓(84)3310'､

講座名’受講日 内 容｜受講料｜場所丹田呼吸

健康法 第1・第3月曜日
午後1時30分～3時30分

水墨の基本から作品の裏打ち
まで

墨絵教室 1

往復ハガキに住所、氏名、電

話番号を明記し、布佐3276の

9野寺美智子画(89)1062'､

第1・第3金曜日
午後1時30分～3時30分

月額
1,500円

土曜日
午前10時~正午

2,000円
20人

書道教室 書道の初歩から着付
自分の着付け

普段着から礼

装まで

半巾帯の結び

方から袋帯の
結び方まで

我孫子第一小学校

(地域交流教室）

※駐車は不可

第1・第3水曜日
午後1時30分～3時30分

俳句の初歩から
（生涯の趣味として）

俳句教室
往復ハガキに住所、氏名、電

話番号を明記し、布佐1255の
7小池カツイ壷(89)2319'､

2,000円
20人

湖北地区
公民館

火 曜 日
午前10時~正午

湖北着付 第1・第3木曜日
午後1時30分～3時30分

小物からベスI､．セーターま
で

手編教室

’
第1・第3木曜日

午後1時30分～3時30分
いつでもどこでも、気軽に絵
筆を持てる。自然に上達

往復ハガキに住所、氏名、雷
2,000円

話番号を明記し、中峠3084の
20人

3鋤鮒子遍(87)0808へ

布佐市民
センター

本館

水彩画教室木曜日‘

午前l0時~正午’
布佐着付

第1・第3水曜日
午後1時30分～3時30分

和服着付全般
（着物の知識まで）

月額
2,000円

着付教室1

1
中央公民館で直接受け付け

年中･･･3月10日(金)午前11時

年長･･･3月l旧(土)午前11時

※問い合わせは、梅沢公(88）
8292へ I’’

市民会館水曜日
午後1時～2時
午後2時～3時
午後3時～4時 ’

｜
’

子供体操

（年中）
（年長）

第1・第3火曜日
午後1時30分～3時30分

1,500円

年中80人
年長40人

趣味のアクセサリーやインテリア

等の実用小物(基礎から応用まで）
木彫教室こどもの体力

づくり運動
中央
公民館

｜ |録,噺糾曜県’スケッチなど、基本から油絵
が描けるまで

井手口ホール
（緑1丁目）

油絵教室

’
毎週木曜日
午後5時～7時

※子供体操の対象は､年中･･･平成7年4月から8年3月生まれ､年長…平成6年4月から7年3月
生まれ

算数･生活指導等､個人の力を

伸ばす(対象は小学校6年生)，
月額
3,000円

渋谷ビル
（本町3丁目）

学習教室

聾
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ｒ
囲１

絵
本
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み
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９
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４
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．
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台
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ウ
メ
は
昔
、
中
国
か
ら
伝
え
ら

れ
た
植
物
で
、
寒
風
が
吹
く
早
春

の
ま
だ
葉
の
出
る
前
か
ら
五
弁
の

花
を
開
き
ま
す
。
印
西
市
出
身
の

鋳
金
家
で
歌
人
の
香
取
識
舞
は
、

ち
ゅ
う
氏
了
今
か

蕊
識
償
ま
だ
降
れ
ど
も
春
な

れ
や
梅
し
ら
じ
ら
と
咲
き
出
で

に
け
り
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。

奈
良
時
代
に
で
き
た
歌
集
「
万

葉
集
」
に
は
百
二
十
九
首
の
ウ
メ

の
歌
が
載
っ
て
い
ま
す
。
当
時
花

◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
イ
ラ
ス
ト
Ⅱ

▼
作
品
「
春
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
５
点

亨
作
者
田
中
三
奈
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

綴そよかぜ号 3月の日程(荒天中止）’
１
１
１
１
Ｉ

場所

湖北地区公民館

中 峠 亀 田 谷公匝｜

柴崎台4号公園

身 体 障 害 者 福 祉センター

新木北公園

久寺家あけぼの公園

東急ショッピングセンター製

三洋電機社宅入ロ

カクライ家具駐車場

台田池尻公園

天王台東児童公園

浅野谷3号公園

根 戸 近 隣 セ ンター

東急ショッピングセンター要

、
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０
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０
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０
０
０
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０
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２
４
２
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４
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４
２
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２
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０
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０
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ら
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ば
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早
春
た
。
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の
後
、
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ォ
の
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ラ
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し
さ
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直
さ
れ
、

身
の
花
見
は
サ
ク
ラ
が
本
家
と
な
り

昼
ま
し
た
。

春
な
ウ
メ
の
果
実
は
酸
味
が
強
く
、

函
で
表
面
に
は
ち
ぢ
れ
毛
が
密
生
し

て
い
ま
す
。
種
子
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硬
い
核
の
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万
内
部
に
あ
る
柔
ら
か
い
部
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ワ
メ
す
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熟
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青
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熟
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ウ
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熱
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ま
す
。
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４
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旦
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ま
で
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(4)録び こ 2000.3.1第1016号

市
で
は
、
輻
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
に
対
し
て
、
は
り
、

き
ゅ
う
等
の
施
設
を
利
用
す
る
際

の
徴
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
き
い
・

▼
対
象
者
嬉
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
で
、
保
険
税
を
完

納
し
て
い
る
世
帯
の
方

▼
利
用
方
法
施
設
利
用
券
と
保

険
証
を
持
参
し
、
市
の
指
定
施
術

所
（
左
表
参
照
）
で
診
療
を
受
け

て
く
だ
さ
い

▼
利
用
券
の
申
請
国
保
年
金
課
、

各
支
所
に
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

し
、
交
付
申
塞
蜆
章
哲
提
出

需濡勢子所在地
有賀鍼灸治療院台田2-7-53
長井治療院緑2-2-1
須藤マッサージ院中峠2003-9
山口鍼灸院若松134-8
幅識ﾏﾂｻー ヅ冶願我孫子60-17
吉田ﾏｯｻー ･セラ怪布佐平和台2-'11-3
清水鍼灸治療院若松135-5

儒苦毫鬘震剥誌
｢稻~雰容施術院栄14-3
1丸山治療院布佐1-23-8

は
り
一
一
ゆ
ラ
マ
壷
や
琴
毒
ご
《

雲
用
《
一
部
壹
助
唾
し
ま
雪

a

日曜祝日に病気｡歯痛になったら
8

電話

83-2240

82-4583休日診療所へ
88-1300

85-2630

83-0437

89-3324

82-6202

82-3626

82-3318

82-1610

89-0362

健康

ガイド

‐

▼休日診療所案内図

▽
補
助
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額
１
回
８
０
０
円

（
１
日
１
回
、
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２
回
ま
で
）

マ
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
容

（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
２
４

痴
ほ
う
の
方
の

家
族
の
集
い

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な

ど
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
時
３
月
隔
日
（
木
）
午
後
１

時
犯
分
か
ら
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時
釦
分

〉
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所
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
痴
ほ
う
の
方
を
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謹
し

て
い
る
家
族
の
方

▼
参
加
費
１
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円
（
お
茶
菓

子
代
）

▽
問
い
合
わ
せ
介
護
支
援
課
介

謹
サ
ー
ビ
ス
係
實
顕
）
１
４
１
１

畳
俸
障
雲
言
繧
祉
セ
ン
タ
ー

誇
窪
ニ

マ
日
時
３
月
”
日
（
金
）
午
後
１

時
如
分
か
ら
午
後
３
時

鍼灸し薇う要堂 89-1341布佐2191

|千代田鍼灸院｜我孫子170-2
1かすみ鍼灸院|天王台1-1-30
1天王台健康院｜柴崎台2-7-5
｜堀越マツサージ｜布佐2974
東洋鍼灸院｜青山台4-21-22
暘明堂鍼灸院｜中峠台14-21
治療院いしじま｜湖北台8-1-1
花烏鍼灸院｜天王台3-13-1
月辰会鍼灸院｜柴崎台1-7-5
鍼灸院ナルシマ’日秀254-19

おざき接骨院布佐1212

治療室川田湖北台1-18-2

治療室一灸中峠1230-8

川村整骨院柴崎711－2

82-55601
84-9599

82-8963

89-1394

84－8161

87-0219

88-6318

84-1989

183-6459
188-0829

189-1898
188-2105
188-5019
183-7400,

内科・小児科･…

｜鷲關鮒受付時間

午前9時から11時30分

持参健康保険証と診療費

電話番号窓(87)7020(診療日の
午前9時から午後5時に限る）

▼
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体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
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避
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容
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築
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す
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発
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心
の
健
康
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だ
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で
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風
邪
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、

だ
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に
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も
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病
。

そ
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病
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い
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方
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ま
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。
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誤
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や
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見
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取
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、
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理
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催
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ま
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①
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．
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②
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５
０
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３
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・
場
所
３
月
３
日
（
金
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
、
さ
わ

や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

▼
内
容
知
的
障
害
施
設
等
に
通

っ
て
い
る
方
々
の
減
創
発
表
会

▽
入
場
料
鉦
料

亨
問
い
合
わ
せ
豊
四
季
光
風
園

云
（
輻
）
７
６
０
３

3月の各種健診と健康教室

保健センター湖北台1の12の16壷(87)1131
ふ
れ
あ
い
祭

｢項 |時間’

’
期日 時間 対象 内 容 （ そ の 他 ）目

|鶴農溌なる受付
13:15～13:30

ビデオ、お産の経過、家族計画
補助体操など（電話で予約）しあわせ学級 17B

持参･･･母子健康手帳、筆記用具、
バスタオル(3日)、歯ブラシ(I0日）
(電話で予約）

受付
13:15～13:30

妊娠20～27週の

妊婦
母 親学級 3日､10日

凸

平成11年10月生まれ
(対象児に通知）

身体測定、栄養･歯科･育児相談なと
持参･･･母子健康手帳バスタオル等

旧、8日
15日

受付
13:15～13:45

4カ月児相談

ビ
デ
オ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
職

業
に
か
か
わ
ら
ず
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー

ム
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ワ
ー
ド

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
等
、
一
般
家
庭
で

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
主
に
疲
労

に
よ
る
障
害
が
生
じ
て
お
り
、
症

状
と
し
て
は
、
眼
の
ぼ
や
け
、
か

す
み
眼
、
眼
の
痛
み
、
流
涙
、
め

ま
い
、
眼
の
疲
労
感
、
身
体
の
だ

’
身体測定､栄養歯科育児相高リ
持参…母子健康手帳

乳幼児の育児につ
いて相談のある方

受付
9:15～10:00 健

康
メ
モ
②

育児相談 22日

１
１

平成11年9月生まれで1回目を受ける方
’平成12年2月8日以前に1回目を投与した方
母子健康手帳予診票(予防接種ノートに添付）

7日

141]

持参‘

小児マヒ生ワクチン
(ﾘｵ)投与

受付
|3:15～14:15

7日､14B

|輔蝋嚇れ’
持参･･･母子健康手帳、健診票､歯
ブラシ（親と子）

受付
9:15～10:00

平成10年8月生まれ
（対象児に通知）1歳6カ月児健康診査 2日、98

’ ’
１
１

持参･･母子健康手帳､通知ハガキ
歯ブラシ(親と子)、コップ、タオ
ル

F成9年7月生まれ
(対象児に通知）

受付
9:15～10:30’2歳8カ月児歯科燭 166

’

’ ’
受付
'2:45～13:30

持参母子健康手帳､健診票､歯ブ
ラシ(親と子)､コップ､尿､アンケート

平成8年8月生まれ
（対象児に通知）3歳児健康診査 2日、9日

Ｖ
Ｄ
Ｔ
－
Ｅ
－
芽
一
イ
ラ
レ
イ
一
日
三
充
一
障
害
一

Ⅱ
パ
ソ
コ
ン
症
候
群
側

る
さ
、
頭
が
重
い
、
頭
病
、
肩
こ
ま
た
騒
音
等
の
環
境
を
改
善
し
、
一

り
、
手
が
だ
る
く
な
る
、
手
先
を
一
連
の
作
業
時
間
は
１
時
間
を
超
一

痛
め
る
、
吐
き
気
、
胃
部
不
快
感
、
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
分
か
ら
遍
一

ふ
て
い
し
ゅ
う
そ

そ
の
他
種
々
の
不
定
愁
訴
が
あ
り
分
の
休
止
時
間
を
設
け
る
、
調
整
一

い
十

ま
す
。
さ
れ
た
椅
子
・
机
を
使
用
す
る
、
一

原
因
と
し
て
は
、
作
業
時
間
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

糖
神
的
・
心
理
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
家
庭
で
の
対
策
と
し
て
、
次
の
一

る
も
の
が
多
く
、
長
時
間
に
わ
た
こ
と
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
一

る
同
一
の
作
業
姿
勢
等
に
よ
る
身
①
あ
る
程
度
、
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
を
行
一

体
的
な
負
荷
、
不
適
切
な
視
力
矯
っ
た
ら
、
間
を
お
い
て
休
息
を
と
一

正
、
不
適
切
な
作
業
環
境
等
で
の
る

疲
労
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
②
眼
の
周
り
を
軽
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
一

診
断
基
準
を
す
る

◎
眼
精
疲
労
が
あ
る
（
単
な
る
疲
③
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
休
息
時
に
一

れ
目
で
な
い
）
行
っ

◎
頚
、
肩
、
腕
、
手
指
等
に
痛
み
、
④
長
時
間
に
わ
た
っ
て
、
作
業
を
一

く
ぴ

し
び
れ
等
の
異
常
が
あ
る
行
わ
な
い

◎
精
神
神
経
系
に
異
常
が
あ
る
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
一

予
防
と
し
て
は
、
照
明
や
採
光
、
会
冥
配
）
５
５
２
５

受付
9:30～10:00

簡単にできる離乳食のつくり方､試
食電話で予約（先着20人）離乳 食教室 乳児を持つ母親23日

肩こり‘腰徽重|鵜､2旧職b~,3:30
肩こり腰痛予防の体操、栄養の話、歯の話なと
持参…健康手帳、体操のできる服装

電話で予約|指導を受けたい方|ｶﾛﾘーﾁｪｯｸ､献立ｱドバ万
’

|栄養相談’

1酒害相談｜
|ｱﾙｺーﾙ家撒室’

随時

3日

10H ｜醗兼隙’|'"'~'3:”
グループミーティング

お気軽にご相談ください

※該当者で個人通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください

fB－保健所柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近)窓(67)1255

’”縣翻談|期日|":0'~間"|潔騨輝顧’
発達心理相談員･保健婦の相談・
指導電話で予約(地域指導班）

§・１
１ ’

’
整形外科的に心配
な18歳未満の子

整形外科医の診察､保健婦の相討’
指導持参･･･母子健康手帳

療育相談 23日 13:00～14:00

’
’'4:0,-!‘:0’6日､2旧

糖神保健相談貝の相談
専門医の相談は予約が必要です

アルコール問題を
抱えた本人、家族ｱﾙｺー ﾙ伽ごと鯛

’
3日､IOH
l7日､24日

梢神保健相談貝の相談
蛎託医の相談は予約が必要です

糠ﾈll'病、糀神神経
症で悩んでいる方’心の健康相談 14:00～16:00

ー申 一｡－■一◆ー缶一●●Pb①■cc■■■●｡●中b●h凸=Ⅱ■■
一｡ー●一●一m一色一■－■一口－‐一｡ー②一｡ー●一｡一‐一中一・一●一●■■■■■●一甲一毎一■一●■■■■■●ー■ー■ー｡－■ー●－｡一I

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは
短歌 毎月5日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。

山本寛太選応募先〒270-ll92我孫子1858市役所広報広聴課

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

▽
無
料
で
＊
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・

フ
ラ
イ
ヤ
ー
（
健
康
器
具
）
〈
つ

く
し
野
中
央
自
治
会
室
お
）
３
５

３
１
〉
＊
全
自
動
洗
濯
機
〈
竹

井
實
豹
）
４
４
６
８
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

命
⑤
③
信
翻
③
⑪
②
⑪

1非句
竹内旦選

ふ
き
み
そ
は
は
く
り
や
ひ

蕗
味
噌
や
批
の
影
腫
く
厨
の
灯
海
老
原
千
代
子

ぴ
ゆ
る
ぴ
ゆ
る
と
私
語
た
け
な
わ
や
窪
嘩
詠青

山
陽
子

れ
い
ざ
ん
こ
も
れ
ぴ
い
つ
し

霊
山
の
木
洩
日
一
矢
冬
の
滝
白
鳥
孝
子

み
た
ら
し
こ
ん
こ
ん

御
手
洗
の
水
猿
渡
と
梅
開
く

高
橋
喬

い
す

日
脚
伸
ぶ
瀞
か
に
起
き
る
歯
科
の
椅
子

壁
谷
千
鶴
子

雑
木
林
抜
け
来
し
風
の
春
め
け
る
川
上
進
也

ほ
り

風
花
や
茂
吉
の
歌
碑
の
彫
深
く
田
中
栄
太
郎

つ
圭
本

立
春
の
声
に
は
つ
ら
つ
夫
若
し
高
橘
茂
子

気
晴
し
に
水
仙
ロ
ー
ド
一
人
旅
小
林
光
江

病
む
姉
の
短
き
砿
話
浅
き
春
石
河
和
子

い
ち
よ
も
う
き

鞭
駒
板
を
使
ひ
し
記
憶
一
葉
忌
須
藤
美
恵
子

臘
梅
に
夜
越
し
の
雨
の
残
り
け
り
商
田
忍

意
に
そ
ま
い
一
日
を
終
へ
帰
る
道
木
枯
し
の
な
か
ミ

モ
ザ
の
花
買
ふ
森
山
陽
子

か
れ
き
や
ふ
じ
づ
る

枯
莱
の
は
つ
か
残
れ
る
藤
蕊
に
ほ
の
く
れ
な
ゐ
の
春

芽
き
ざ
し
ぬ
石
河
和
子

一
』

も

来
む
春
に
術
ふ
る
田
の
面
は
耕
さ
れ
土
黒
々
と
枯
草

はに
映
ゆ
雫
石
英
子

か

し
ぐ
る
る
を
沼
辺
を
駈
く
る
人
ら
を
り
明
日
の
マ
ラ

ソ
ン
冬
空
晴
れ
よ
三
谷
和
夫

し
ろ
じ
ろ
と
洗
ひ
上
げ
た
る
太
き
ね
ぎ
寄
せ
鍋
の
具

さ
き
き

に
切
っ
先
そ
ろ
ふ
海
老
塚
恵
美
子

た
む

水
仙
の
花
一
輪
の
手
向
け
あ
り
半
ば
風
化
の
小
さ
き

地
蔵
に

新
藤
道
子

の
ぼ
り

寒
風
に
相
撲
幟
の
は
た
め
き
乙
撫
恭
鼓
翌
日
冴
え
渡

る

長
南
光
子

く
れ
か
い
わ
い

蓋
重
算
隈
人
窪
一
人
懲
學
レ
員
て

を
り

篠
田
ま
き

き
ゆ
し
た
た

蜂
蜜
と
レ
モ
ン
を
白
湯
に
滴
ら
し
風
邪
で
妻
排
す
枕

辺
に
置
く

中
野
誠

す棄
て
苗
と
な
ら
ん
間
際
峰
辮
舞
を
唾
ふ
る
ご
と
く
萠

す
桜
草
山
口
禮
子

｡

恋
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

ー
ナ
ー
へ
の
掲
誠
申
し
込
み
は
、

電
話
で
商
工
観
光
課
へ

▽
取
り
扱
い
品
日
用
雑
旋
等
の

耐
久
消
費
財
で
す
。
衣
類
、
自
動

車
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

【

夜間に急病のときは

託留冠(87)1141
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ｑ
■
ｌ
“
叫
川
江

－

市
で
は
、
「
花
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
一
環
と
し

せ
ん
て
い

て
、
園
芸
教
室
と
樹
木
剪
定
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
庭
木
の
管
理
や

花
壇
作
り
の
実
技
な
ど
を
含
め
て
、

や
ざ
し
く
解
説
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
き
い
。

◎
園
芸
教
室

▽
日
程
・
内
容
表
１
参
照

▽
時
間
王
紹
時
か
ら
正
午

▽
場
所
中
央
公
民
館

▼
講
師
樹
木
医

す
◎

明
治
型
年
、
成
田
線
（
我
孫
子

駅
～
成
田
駅
間
）
が
全
線
開
通
し

て
、
来
年
で
１
０
０
年
を
迎
え
ま

花と緑あふれるまちにｂ
■
四
画
■
畑
ｎ
Ｅ
ｒ
１
Ｉ
１
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｂ
■
■
■

司

同吃

穀瘻E日

‘

▼
定
員
和
人
（
全
日
程
受
講
で

き
る
方
で
、
受
誹
経
験
者
を
除
く
）

▼
費
用
２
０
０
０
円
（
全
５
回

分
・
材
料
代
等
含
む
）

◎
樹
木
剪
定
教
室

講
義
と
表
２
の
①
か
ら
④
ま
で

の
実
技
（
１
回
を
選
択
）
の
全
２

回
の
教
室
で
す
。

▼
講
義
日
時
・
場
所
６
月
喝
日

（
火
）
午
前
９
時
か
ら
正
午
、
湖
北

台
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
参
加
者
全
員

に
受
識
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▽
内
容
病
害
虫
に
つ
い
て

▽
講
師
樹
木
医

▼
定
員
各
回
訓
人

▼
費
用
無
料

▽
撮
影
・
応
募
期
間
（
年
４
回
募

集
。
各
部
門
ご
と
に
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）
＊
春
の
部
門
：
、

平
成
廻
年
３
月
１
日
か
ら
５
月
末

▼表1園芸教室日程

こ
れ
を
記
念
し
て
、
成

田
線
沿
線
皿
市
町
村
で
構

成
す
る
成
田
線
複
線
化
促

進
期
成
会
で
は
、
「
成
田

線
の
あ
る
風
景
」
の
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

優
秀
な
作
品
に
つ
い
て

は
、
表
彰
し
ま
す
。
皆
ざ

ん
、
藩
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

▽
テ
ー
マ
成
田
線
の
あ

る
風
景
（
車
両
、
駅
舎
内

外
、
線
路
等
が
写
っ
て
い

る
現
在
の
風
還

▽
規
格
カ
ラ
ー
、
四
シ

切
り
判
（
ワ
イ
ド
判
も
可
）

■
！
■
‐
■
１
口
■
■
Ｊ
ａ
ｌ
句
１
８
国
■
■
■
■
■
■
■
■
！
副
９
回
■
Ｈ
１
■
も
■
１
１
‐
。
■
■
！
。
且
Ⅱ

日
＊
夏
の
部
門
．
：
６
月
１
日
か

ら
８
月
末
日
＊
秋
の
部
門
：
．
９

月
１
日
か
ら
ｕ
月
末
日
＊
冬
の

部
門
：
血
月
１
日
か
ら
喝
年
２
月

末
日

▼
応
募
資
格
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す

▽
表
彰
。
作
品
展
最
優
秀
賞

（
５
万
円
相
当
の
賞
品
）
、
優
秀

蛍
（
３
万
円
相
当
の
賞
品
、
入

賞
（
１
万
円
相
当
の
賞
品
）
を
春
、

夏
、
秋
、
冬
の
各
部
門
ご
と
に
表

彰
。
入
賞
者
、
入
賞
作
品
の
作
品

展
に
つ
い
て
は
後
日
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

▽
応
募
規
定
①
作
品
は
、
各
部

門
ひ
と
り
５
点
ま
で
②
応
募
作

品
の
襄
面
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
撮
影
場

所
、
撮
影
年
月
日
・
時
間
、
題
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に
住
所

氏
名
、
電
話
番
号
、
識
座
名
（
剪

定
教
室
は
、
誰
座
番
号
第
３
希
望

ま
で
）
を
明
記
し
、
３
月
、
日

（
金
・
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子
１

８
５
８
市
役
所
公
園
緑
地
課
緑
化

推
進
係
査
（
芭
１
１
１
１
内
線
５

４
４
へ
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選

※
各
会
場
と
も
駐
車
台
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
き
い

▼表2樹木剪定教室実技日程

講座番号・日時会場内容

①7/49:00~12:00樅常紘卿ﾎの雛
②㈹13:30-16:30宮ﾉ鰄圃柵広鯏ﾎの轆

訓,"|:M|鵬繍鰯ゞ
※剪定教室I輌天の場合､翌週へ順延

7/4

(火）
布佐
官ﾉ舩圃

|鵬
1l/7

㈹

を
響
い
た
応
募
票
（
市
役
所
成
田

線
複
線
化
推
進
室
、
各
支
所
・
行

政
連
絡
所
に
用
意
）
を
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
で
貼
付
③
応
募
作
品
は

原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。
返

却
を
希
望
す
る
場
合
は
、
返
却
用

切
手
８
０
０
円
分
を
同
封
し
、
応

募
票
の
備
考
棚
に
そ
の
旨
を
記
入

④
入
賞
以
上
の
作
品
に
つ
い
て
は

ポ
ジ
・
ネ
ガ
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
入

蛍
が
取
り
消
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
⑤
す
べ
て
の
作
品
の
第
一

使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
ほ
か
の
刊
行
物
に
使

用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
郵

送
ま
た
は
持
参
で
、
我
孫
子
１
８

５
８
市
役
所
成
田
線
複
線
化
推
進

室
冥
露
）
１
１
１
１
へ

我
孫
子
駅
北
口
自
転
車
駐
車
場
、

サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
我
孫
子
南
、

天
王
台
南
の
４
月
か
ら
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
現
在
利
用
中
の

方
も
、
再
度
申
請
し
て
く
だ
き
い
。

▼
利
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
平

成
喝
年
３
月
訓
日
ま
で

▽
利
用
対
象
勤
務
先
や
家
が
各

駅
か
ら
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
方

▽
募
集
台
数

＊
自
転
車
我
孫
子
駅
北
口
自
転

車
駐
車
場
：
．
２
８
８
９
台
、
サ
イ

ク
ル
パ
ー
ク
・
我
孫
子
南
：
１
０

９
４
台
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
天

王
台
南
・
・
１
９
８
９
台

＊
原
動
機
付
き
自
転
車
（
サ
イ
ク

ル
パ
ー
ク
・
天
王
台
南
）
：
由
台

▽
利
用
料
＊
自
転
車
（
屋
内
）

．
：
月
額
８
１
０
円
、
（
屋
外
“
天

王
台
南
）
．
：
年
額
３
７
２
０
円
、

４
月
か
ら
の
屋
内
自
転
車
駐
車
場
の
利
用
者
を
募
集

現
在
利
用
中
の
方
も
申
請
を

Ｉ
も
む
■
Ｂ
８
ｇ
Ｂ
ｑ
５
０
３
６
１
０
１
酬
肌
削
剥
Ⅱ
馴
川
川
叩
し
６
１
‐
凸
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｅ
ｊ
ｌ
ｌ
Ⅲ
Ⅱ
Ｊ
Ⅲ
引
川
洲
川
ｕ
叩
Ⅱ
Ⅷ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅷ
Ⅱ
Ⅲ
叩
川
Ⅷ
咀
叩
Ⅱ
畑
Ⅷ
Ⅲ
川
Ⅱ
田
畑
叩
Ⅲ
加
川
叩
佃
Ⅲ
氾
川
咽
刈
Ⅲ
川
旧

《

い
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
市
民
活
動
団
体

な
ど
の
民
間
非
営
利
組
織
）
が
脚

歩
莚
浴
び
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
よ
く
わ
か
る
講
演
会

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
（
手
話
通
訳
あ
り
）

▽
日
時
３
月
喧
日
（
水
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
犯
分

＊
原
動
機
付
き
自
転
車
実
王
台

南
）
．
：
月
額
２
０
３
０
円

自
転
車
利
用
申
し
込
み

▽
受
付
期
日
３
月
１
日
（
水
）
か

ら
訓
日
（
金
）
午
前
６
時
か
ら
、
時

お
よ
び
午
後
４
時
か
ら
８
時
（
日

畷
日
を
除
く
）

▽
申
請
方
法
お
よ
び
利
用
手
続
き

①
申
請
書
客
施
設
の
管
理
人
室

に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

管
理
人
室
窓
口
に
提
出
②
駐
車

位
噂
筵
階
層
別
に
抽
選
で
決
定

③
定
期
カ
ー
ド
を
窓
口
で
峨
入

（
我
孫
子
駅
北
口
に
つ
い
て
は
、

月
別
シ
ー
ル
を
職
入
）
④
定
期

シ
ー
ル
を
交
付

原
動
機
付
き
自
転
車
（
サ
イ
ク
ル

パ
ー
ク
・
天
王
台
南
）
申
し
込
み

▽
受
付
期
日
３
月
１
日
（
水
）
か

ら
Ｂ
日
（
月
）
午
前
６
時
か
ら
、
時

づﾗザ
コンサーl、

凋春の夕べ～

）

Ｎ
ｐ
○
が
社
塞
壱
変
え
る

公
開
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム－

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

マ
内
容
①
基
調
講
演
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
鑿
を
変
え
る
」
講
師
由

中
尚
輝
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

＊
テ
ー
マ
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
Ｉ
そ
の

役
割
と
期
待
す
る
も
の
ｌ
坐

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
気
軽
に
音
楽

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
市

内
若
手
音
楽
家
に
よ
る
オ
ー
プ
ン

な
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
早
春
の
夕
べ
を
素
晴
ら
し
い

演
奏
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
３
月
４
日
（
土
）
午
後
５

時
犯
分
開
演
（
入
場
無
料
）

▼
出
演
者
。
演
奏
曲
目
＊
鈴
木

優
美
（
ピ
ア
ノ
）
…
バ
ラ
ー
ド
第

お
よ
び
午
後
４
時
か
ら
８
時
（
日

曜
日
は
除
く
）

▽
申
請
方
法
申
請
書
（
管
理
人

室
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
管
理
人
窓
口
に
提
出

▼
利
用
決
定
申
請
書
を
一
括
審

査
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
。
利
用
決
定
者
に
は
、

３
月
、
日
（
火
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で

抽
選
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
抽
選
に
も
れ
た
方
は
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
予
約
簿
に
自
動
的
に
登

録
さ
れ
ま
す
）

▼
利
用
手
続
き
①
利
用
決
定
者

は
管
理
人
室
窓
口
へ
ハ
ガ
キ
を
持

参
②
駐
車
位
置
を
抽
選
で
決
定

③
使
用
料
を
窓
口
で
支
払
う
④

定
期
シ
ー
ル
を
交
付

▼
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
垂

（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
３
０’

０
９
■
号
■
■
』
２
１
■
■
９
１
己
沮
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｌ
称
■
■
な

＊
パ
ネ
リ
ス
ト
・
・
田
中
尚
輝
、
米

山
孝
平
（
流
山
ユ
ー
・
ア
イ
ネ
ッ

ト
代
表
）
、
中
丸
陽
子
（
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
ま
ど
か
代
表
）
ほ
か

▽
参
加
費
無
料
（
申
し
込
み
不

要
。
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
問
い
合
わ
せ
中
央
公
民
館
壷

（
漣
）
０
５
１
５

３
番
＊
坂
井
理
恵
（
パ
イ
む

リ
ン
）
、
繩
駅
繕
美
（
ピ
ア
ノ
）

め
い
そ
う

…
夕
イ
ス
の
瞑
想
曲
＊
原
田

と
も
み
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
）
、
中

村
由
美
（
ピ
ア
ノ
）
…
メ
ヌ
エ

ッ
ト
＊
岩
堀
素
子
・
堀
恵
子

（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
．
：
２
本
の

た
め

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
為
の
ソ
ナ
タ

▽
場
所
・
問

プ
ラ
ザ
實
電

新
規
に
政
府
米
、
ま
た
は
自
主

流
通
米
の
販
売
を
始
め
た
い
方
は

米
穀
販
売
小
売
業
の
登
録
手
続
き

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
平
成
９
年
６
月
１
日
付

け
で
登
録
し
た
販
売
業
者
の
方
も

今
年
の
５
月
別
日
で
登
録
有
効
期

間
が
満
了
し
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
販
売
業
を
行
う
場
合
は
、
更
新

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

主
た
る
販
売
所
を
市
内
に
お
持

米穀販売小売業のｑ
ｄ
ｑ
ｑ
ｄ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
１
Ｉ

登録手続きを
糊＝一

平成9年に豊凱姉も漸鋤州要です

…
一

▼
日
時
３
月
妬
日
（
木
）
・
口
日
▼
参
加
費
１
万
２
０
０
０
円

（
金
）
午
前
コ
ー
ス
…
９
時
釦
分
（
資
料
代
込
み
）

か
ら
午
後
０
時
如
分
午
後
コ
ー
マ
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往

ネ
：
１
時
如
分
か
ら
４
時
”
分
復
ハ
ガ
キ
に
「
高
齢
者
の
パ
ソ
コ

（
各
コ
ー
ス
半
日
２
回
、
合
計
６
ン
教
室
」
、
希
望
の
コ
ー
ス
、
住

時
間
）
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

▼
場
所
Ｎ
Ｅ
Ｃ
我
孫
子
事
業
場
返
信
面
に
あ
て
先
を
明
記
し
、
３

▼
内
容
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
電
月
、
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
〒

子
メ
ー
ル
を
学
ぶ
２
７
７
１
０
８
３
２
柏
市
北
柏
３

▽
対
象
。
定
員
は
じ
め
て
パ
ソ
の
５
の
４
生
協
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
館

コ
ン
を
操
作
す
る
方
、
各
９
人
２
階
千
葉
県
高
齢
者
協
同
組
合
東

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
葛
北
地
区
實
色
５
３
９
３
へ

ち
の
方
は
、
市
役
所
商
工
観
光
課

に
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
申
請
期
間
３
月
喧
日
（
水
）
か

ら
４
月
配
日
釜
）
ま
で

▼
申
請
書
の
配
付
場
所
市
商
工

観
光
課
、
県
東
葛
飾
支
庁
産
業
課

▼
申
請
窓
口
市
商
工
観
光
課

▼
登
録
要
件
お
米
の
販
売
を
行

う
た
め
の
売
場
を
有
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
は
そ
の
他
の
常
設
の
事

業
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
等

▽
申
請
手
数
料
（
県
収
入
証
紙
で

納
付
）
９
０
０
０
円
（
２
店
舗

目
以
上
は
１
店
舗
に
つ
き
５
０
０

０
円
を
加
算
）

▼
登
録
有
効
期
間
平
成
狸
年
６

月
１
日
か
ら
３
年
間

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
云

（
亜
１
１
１
１
内
線
５
０
５
、
ま

た
は
東
葛
飾
支
庁
産
業
課
垂
０
４

７
（
３
６
１
）
２
１
１
６

都市計画緑地の

変更の案の縦覧
都市計画法第21条第2項の規

定において準用する同法第17条

第1項の規定により、我孫子都

市 計画緑地の変更の案を次のと

おり縦覧します。

惨名称および区域根戸羽6戸緑
地（船戸1丁目の一部の区域）

，縦覧期間3月1日(水)から

15日(水)までの午前8時30分か

ら午後5時（土・日曜日は除く）

し縦覧場所。問い合わせ公園

緑地課〈市役所東別館1階）念
(85)1111内線544．545

千
葉
県
農
業
大
学
校
で
は
、
膿

業
者
を
対
象
に
、
半
日
ま
た
は
１

日
の
研
修
筵
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
研
修
項
目
落
花
生
、
レ
タ
ス
、

じ
ね
ん
じ
ょ

キ
ャ
ベ
ツ
、
自
然
薯
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
、
果
樹
、
施
設
園
芸
、
鉢
花
、

農
産
物
凛
頸
有
機
農
業
な
ど

▼
参
加
費
無
料

※
研
修
項
目
・
時
期
な
ど
、
詳
し

く
は
腱
政
課
冥
芭
１
１
１
１
内
線

５
１
１
へ 農業者の皆さんへ

ご利用く雌い ’

農業大学校の研修
一一一一一一ー一一■一一一一一一一一一一一一－－－

__一一一一一一＝一一一一一一一一一一一一

日 程

4月20日(ﾎ）

5月16日(k）

6月l畑(ﾎ）

9月7日(ﾎ）

9月8日(金）

内 容

鋤吐ﾋー ﾆﾝにりいて

糊､靴の紬割峨

鮴､靴0碑し力(難｝

繩棚についての淵

花壇作成(実樹




